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午前９時００分再開 

○議長（山下 壽君）  おはようございます。ただ今から平成２３年第８回川南町議会定例会を

開会します。これから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元にお配りしてあるとおり

であります。しばらく休憩します。全員、議員控室へ移動をお願いします。 

午前９時０１分休憩 

午前１０時０５分再開 

○議長（山下 壽君）  会議を再開いたします。休憩前に引き続き、会議を続行します。 

 ここで、上下水道課長から発言を求められておりますので、これを許します。 

○上下水道課長(新倉 好雄君)  報告を１件させていただきます。昨日、９月７日午後２時頃、

西ノ別府浄水場から十文字の第５配水池への直径３００ミリの鋳鉄管が漏水しているという町民

からの連絡を受けまして、先日の夕方３時から現在まで修理作業を行っております。その関係で、

配水池の水位低下が考えられるため、先日の午後６時と今日の午前７時１５分に、町民の皆さん

へ向けて節水のお願いの広報を行いました。一応修理は、本日の午後１時を目途に修理を行っ

ております。また、その後、いろいろな変化等があった場合は、防災無線等で町民の皆様の御協

力をお願いしたいと思います。以上です。 

 日程第 １ 「諸般の報告」 

を行います。前回の議会から本日までの主な事柄については、お手元にお配りした別紙のとおり

であります。なお、例月出納検査の結果についての報告は、お手元に配布してあるとおりであり

ますので、以上で報告を終わります。 

 日程第 ２ 「会期の決定について」 

を議題とします。お諮りします。本定例会の会期は、本日から２２日までの１５日間にしたいと思い

ます。これに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日から２２日までの１５日間に決定しました。 

 日程第 ３ 「会議録署名議員の指名」 

を行います。本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定によって、【米山 知

子】君及び【税田 榮】君を指名します。 

 日程第 ４ 議案第４３号 「川南町税条例の一部改正について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（日髙 昭彦君）  議案第４３号につきまして、その提案理由を御説明申し上げます。 

 今回の条例改正は、現下の厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して税制の整備を図るため

の地方税法等の一部を改正する法律（平成２３年法律第８３号）が平成２３年６月３０日に公布、

施行されましたので、川南町税条例の一部を改正するものでございます。詳細につきましては、
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税務課長に補足説明させますので、よろしく御審議の上、御承認いただきますようお願いいたし

ます。 

○議長（山下 壽君）  補足説明があればこれを許します。 

○税務課長（永友 好典君）  議案第４３号につきまして、その補足説明を申し上げます。 

 今回の改正は、個人の町民税にかかる寄附金税額控除の対象について、特定非営利活動法

人に対する寄附金のうち、住民の福祉の増進に寄与する寄附金税額控除の適用下限額を現行

５，０００円から２，０００円に引き下げ、平成２４年度分から適用するものでございます。また、地方

税における租税罰則については、個人住民税等に係る不申告等の過料の上限を、現行３万円

以下から１０万円以下に引き上げるものでございます。あわせまして、肉用牛の売却による農業

所得の課税の特例については、免税対象の適用期限を平成２７年度まで延長するというもので

ございます。以上で補足説明を終わります。 

○議長（山下 壽君）  以上で提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

 日程第 ５ 議案第４４号 「川南町暴力団排除条例を定めるについて」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（日髙 昭彦君）  議案第４４号につきまして、その提案理由を御説明申し上げます。 

 この議案は、宮崎県暴力団排除条例が平成２３年３月２２日に公布され、平成２３年８月１日か

ら施行されたことに伴い、児湯６町村と足並みを揃え、暴力団排除条例を提案するものでござい

ます。このことにつきましては、宮崎県弁護士会から県内９市１４町３村のうち、暴力団排除条例

が制定されていない市町村に対し、すみやかに条例の早期制定を求める会長声明が出されたと

ころでございます。この条例は、川南町からの暴力団の排除に関し、町民等が｢暴力団を恐れな

い｣、｢暴力団に資金を提供しない｣、｢暴力団を利用しない｣ことを基本理念とし、町及び町民等

の責務を明らかにするとともに、暴力団の排除に関する施策等を定めることにより、暴力団の排

除を推進し、町民の安全で平穏な生活を確保し、社会経済活動の健全な発展に寄与することを

目的とするものでございます。なお、第６条の暴力団排除に係る各種事務事業につきましては、

順次その措置を整備して参りたいと思っております。よろしく御審議の上、御決定いただきますよ

うお願いいたします。 

○議長（山下 壽君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 日程第 ６ 議案第４５号 「川南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例 

                  の一部改正について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（日髙 昭彦君）  議案第４５号につきまして、その提案理由を御説明申し上げます。 

 平成２１年１２月２３日に株式会社山有から提訴されておりました「平成２１年（ワ）第１４１８号損

害賠償等請求事件」につきましては、平成２３年３月３１日付けで宮崎地方裁判所から和解の勧

告が提案され、平成２３年７月の臨時議会で議決をいただいたところでございます。この損害賠
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償等請求事件につきましては、裁判所からの和解勧告に基づき、和解することになりましたが、

提訴される事態を生じさせてしまったことにつきまして、改めて町議会並びに町民の皆様に深く

お詫びを申し上げる次第でございます。 

 この議案は、町政をあずかる者といたしまして、このことを重く受けとめ、町長の給料月額を平成

２３年１０月１日から平成２３年１０月３１日まで１０％、副町長の給料月額を平成２３年１０月１日か

ら平成２３年１０月３１日まで８％をそれぞれ１カ月分減額するものでございます。 

 以上、御提案申し上げますので、よろしく御審議の上、御決定いただきますようお願いいたしま

す。 

○議長（山下 壽君）  以上で、提案理由の説明を終わります。 

 日程第 ７ 議案第４６号 「町道路線の廃止について」 

 日程第 ８ 議案第４７号 「町道路線の認定について」 

以上、２議案を一括議題とします。朗読は省略します。本２議案について、提案理由の説明を求

めます。 

○町長（日髙 昭彦君）  議案第４６号及び議案第４７号につきまして、その提案理由を御説明

申し上げます。議案第４６号は、工場幹線を町道路線から廃止するため、道路法第１０条第３項

において準用する同法第８条２項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 この路線は、宮崎県農協果汁株式会社が、ペットボトルラインを増設するにあたり、自社用地の

みでは納まらないこと､また高圧受電が工場幹線により分割されることにより事業費が高くなる事

等により道路払い下げの要望が出ているものでございます。宮崎県農協果汁株式会社は、固定

資産税、法人税の大口納入者であり、貴重な雇用の場として本町に貢献しており、同社が町外

に移転しますと、町として大きな損失を被ることになります。また、代替道路の整備費負担につい

ても了解を得ているため、工場幹線の廃止を提案させていただくものでございます。 

 次に議案第４７号は、工場西線外２路線を町道路線として認定するため、道路法第８条第２項

の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上２議案、よろしく御審議の上、御決定いただきますようお願いいたします。 

○議長（山下 壽君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 日程第 ９ 議案第４８号 「平成２３年度川南町一般会計補正予算（第３号）」 

 日程第１０ 議案第４９号 「平成２３年度川南町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２ 

                  号）」 

 日程第１１ 議案第５０号 「平成２３年度川南町下水道事業特別会計補正予算（第１号）」 

 日程第１２ 議案第５１号 「平成２３年度川南町介護認定審査会特別会計補正予算（第１ 

                  号）」 

 日程第１３ 議案第５２号 「平成２３年度川南町介護保険特別会計補正予算（第１号）」 

 日程第１４ 議案第５３号 「平成２３年度川南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２ 
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                  号）」 

以上、６議案を一括議題とします。朗読は省略します。本６議案について、提案理由の説明を求

めます。 

○町長（日髙 昭彦君）   議案第４８号から議案第５３号につきまして、その提案理由を御説

明申し上げます。 

 議案第４８号は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３億５，３０７万４，０００円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ６７億２，７８６万円にするとともに、債務負担行為及び地方債の

補正を行うものでございます。 

 それでは、その主なものにつきまして、第１表の歳入から順を追って御説明申し上げます。 

 まず、歳入でありますが、地方特例交付金６８０万９，０００円を減額し、地方交付税１億５，６８３

万７，０００円を計上しました。県支出金は、５５４万円の減額で、後期高齢者保険基盤安定負担

金４８５万４，０００円、畜産担い手育成総合整備事業９３６万円を減額し、緊急雇用創出事業５８

３万５，０００円などを計上しました。繰入金は、４，５８８万７，０００円の計上で、介護保険特別会

計の前年度精算金２，８２９万３，０００円と川南町復興対策基金繰入金１，７５９万４，０００円でご

ざいます。繰越金は、前年度繰越金１億７，３５５万６，０００円を計上しました。諸収入は、５５７万

５，０００円増額で、宮崎県環境整備公社貸付金１４８万９，０００円、工場幹線関連事業負担金５

００万円等を計上しました。町債は、地方交付税が決定しましたので、臨時財政対策債の借入額

１，６４５万５，０００円を減額するものです。 

 次に歳出について、御説明申し上げます。総務費から教育費までの人件費に関係する部分は、

人事異動に伴う分と会計間の調整によるものでございます。総務費は、２億６，７４２万円の増額

で、主なものは財産管理費中、財政調整基金に２億８，５９０万６，０００円の計上で、普通交付税

を全額計上しましたので、財源調整分として基金へ積み戻すものでございます。徴税費は、過誤

納還付金６０５万８，０００円、戸籍住民基本台帳費は、通知データ連携委託費２４１万５，０００円

の計上が主なものでございます。民生費１，３６９万４，０００円の減額は、後期高齢者医療特別会

計繰出金８６２万８，０００円の減額が主なものでございます。衛生費は、１，０５６万円の増額で、

西都児湯医療センター負担金３２１万６，０００円などを計上しました。労働費は、緊急雇用創出

事業に５８５万円を計上しました。農林水産業費は、８５６万７，０００円の増額で、畜産担い手育

成総合整備事業補助金１，５３４万円を減額し、家畜防疫施設設置事業補助金に５１０万円、畜

産担い手育成総合整備事業負担金に５９８万円、川南町家畜特定疾病清浄化支援対策事業

に７５９万４，０００円などを計上しました。商工費は、プレミアム付商品券発行事業補助金２，０００

万円の計上が主なものでございます。土木費は、２，８６６万８，０００円の計上で、道路維持費に

９０８万円、道路新設改良費に２，０３８万円、住宅管理費に２６７万６，０００円を計上し、下水道

事業特別会計繰出金に５０３万５，０００円を減額しました。消防費は、消防団退職功労金２０７万

円と東日本大震災により被災された消防団員への災害補償に伴う町村総合事務組合負担金５
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５４万１，０００円を計上しました。教育費は、１，９７３万８，０００円の計上で、図書購入費３００万

円などが主なものでございます。第２表債務負担行為の補正につきましては、機器・ソフトウェア

の賃借料を追加するものでございます。第３表地方債の補正は、本年度の普通交付税が決定し

ましたので、臨時財政対策債の借り入れ限度額の変更を行うものでございます。 

 次に議案第４９号は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億９，３６０万４，０００円を

追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ２６億６，５００万円とするものでございます。 

 歳入では、繰越金１億９，３６０万４，０００円を計上いたしました。 

 歳出では、保険給付費１億４９９万１，０００円は、見込みにより増額計上いたしました。基金積

立金は、５，８３０万４，０００円を、諸支出金は、返還金及び過誤納還付金３，０３０万９，０００円を

それぞれ追加計上いたしました。 

 次に議案第５０号は、歳入歳出予算の総額からそれぞれ１１７万６，０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ１億２，７３６万６，０００円とするものでございます。 

 歳入では、繰越金３８５万９，０００円を計上し、一般会計繰入金５０３万５，０００円を減額しまし

た。 

 歳出では、下水道事業費を１１７万６，０００円減額しました。 

 次に議案第５１号は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３４万７，０００円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ４７９万円とするものです。 

 主なものとしては、歳入において繰越金３４万７，０００円、歳出において介護認定審査会費に

同額を計上するものです。 

 次に議案第５２号は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４，４６１万３，０００円を追加

し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億５，６２５万円とするものです。 

 主なものとしては、歳入において前年度清算の国庫支出金、支払基金交付金、県支出金、一

般会計繰入金及び繰越金の合計４，４６１万３，０００円を計上し、歳出においては、介護保険準

備積立基金積立金及び一般会計繰出金等に予算を計上するものです。 

 次に議案第５３号は､歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１，８１０万１，０００円を減

額し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３，５０４万７，０００円とするものでございます。 

 歳入での後期高齢者医療保険料１，１６１万９，０００円の減額は、宮崎県広域連合からの変更

通知により減額計上いたしました。一般会計繰入金は８６２万８，０００円減額し、繰越金は２１４万

６，０００円を追加計上いたしました。 

 歳出では、後期高齢者広域連合納付金を１，８１０万１，０００円、宮崎県広域連合からの変更

通知により減額計上いたしました。 

 以上６議案、補足説明のある議案につきましては、担当課長に補足説明をさせますので、よろ

しく御審議の上、御決定いただきますようお願いいたします。 

○議長（山下 壽君）  補足説明があればこれを許します。 
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○総務課長（吉田 一二六君）  議案第４８号について、その補足説明を申し上げます。１１～

１２ページをお願いします。８款１項１目地方特例交付金は、６８０万９，０００円の減額計上でござ

います。これは児童手当及び子ども手当分の減額、前年度比４７．３％、金額にしまして８１２万６，

０００円の減でございますが、これが主な要因でございます。９款１項１目地方交付税は、総額で

前年度比２．９％、７，０３２万３，０００円の増額となりまして、今回１億５，６８３万７，０００円を計上

いたしました。これは、法人税割の減などで基準財政収入額が減額となったこと、また、臨時財

政対策債の振替相当額が減額となったことが主な要因でございます。１５～１６ページをお願いし

ます。１７款２項３目川南町復興対策基金繰入金は、川南町家畜特定疾病清浄化支援対策事

業、及びプレミアム商品券発行事業の財源として繰り入れをするものでございます。１７～１８ペー

ジをお願いします。２０款１項４目臨時財政対策債は、今回、普通交付税の決定に伴いまして、

臨時財政対策債振替相当額が決定をいたしましたので、１，６４５万５，０００円を減額するもので

ございます。なお、各歳入項目で、歳出と関連部分につきましては、それぞれ関係所管課等が

歳出のほうで説明をいたします。 

 次に歳出について、説明申し上げます。総務費から教育費までの人件費に関係する部分は、

人事異動に伴う分と会計間の調整によるものでございます。詳細につきましては、５１ページ～５

３ページのほうに給与費明細書を掲載しておりますので、御参照していただければと思います。

なお、５１ページの給与費明細書中、特別職欄の長等の給料のうち９０万６，０００円の減額は、

議案第４５号の改正に伴う減額分１１万４，０００円と副町長の不在期間による減額でございます。

１９～２０ページをお願いします。２款１項５目財産管理費２５節積立金２億８，５９０万６，０００円は、

平成２３年度の普通交付税が決定し、当初予算との差額を計上しましたので、財源調整分として

基金へ積み立てるものでございます。なお、今後のですね、補正予算の財源調整資金となります。

２３～２６ページをお願いします。４項選挙費中、県議会議員及び町長町議会議員選挙費は､執

行残を減額しております。また､土地改良区総代と農業委員会委員選挙費につきましては、無投

票のためそれぞれ減額をするものでございます。３３～３４ページをお願いします。５款１項１目一

般失業対策事業費中、緊急雇用創出事業の町有地管理整備事業は、町有地の草刈り等を行う

ものでございます。４３～４４ページをお願いします。９款１項１目１９節負担金補助及び交付金５５

４万１，０００円は、東日本大震災による消防団員の死者・行方不明が２５１名、これは８月３日現

在ですが、に上っており、その多くが公務中であったため、当該団員の属する市町村は、公務災

害補償を行う必要があります。そのため、消防団員等公務員災害補償等責任共済等に関する

法律施行令が改正されまして、平成２３年度に限り、掛金が団員１人当たり１，９００円から２万４，

７００円に引き上げられることに伴い、増額をするものでございます。なお、この改正に係る市町村

の負担増につきましては、特別交付税により措置をされることとされております。３目災害対策費

１０９万３，０００円は、津波防災対策として、標高の測量を行い､標高及び避難誘導の看板を設

置するものでございます。５４～５６ページをお願いします。債務負担行為の追加及び臨時財政
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対策債の限度額変更に伴い、それぞれの調書を掲載をしております。後ほど御参照していただ

ければと思います。以上で、補足説明を終わります。 

○税務課長(永友 好典君)  議案第４８号中、税務課関係につきまして、その補足説明を申し

上げます。まず歳入ですが、１１ページから１２ページをお願いします。１４款２項１目１節総務管

理費補助金、特別還付金給付事業補助金１８７万９，０００円は、保険年金の二重課税問題で裁

判での違憲の判決を受け、国税については期限を設けず還付するとの見解が示されたために、

町県民税についても同様に還付するということになりまして、５年超の県民税分還付のための補

助金でございます。次に歳出ですが、２１～２２ページをお願いします。２款２項１目２３節償還金

及び割引料６０５万８，０００円は、国税の還付措置に伴う、町県民税分を含めた還付金でありま

して、還付金本税分４４３万２，０００円、加算分１６２万６，０００円の計上であります。この還付の

該当者は町内在往者１名であります。以上で補足説明を終わります。 

○町民課長(黒木 秀一君)  議案第４８号町民課関係につきまして、その補足説明を申し上げ

ます。２１、２２ページをお願いします。２款３項１目１３節委託料２４１万５，０００円は、基幹電算シ

ステム変更による、戸籍の附票業務と住基連携システムの再構築の委託料を追加計上いたしま

した。２９、３０ページをお願いいたします。３款１項６目１９節負担金補助及び交付金４３９万円は、

宮崎県後期高齢者医療広域連合会からの変更通知による共通経費負担金、療養給付費負担

金の増額分を追加計上いたしました。２８節操出金８６２万８，０００円の減額は、宮崎県後期高齢

者医療広域連合からの変更通知により、基盤安定繰出金と事務費繰出金を減額計上いたしま

した。以上で、説明を終わります。 

○環境対策課長(三角 博君)  議案第４８号環境対策課関係につきまして、その補足説明を

申し上げます。３１～３２ページをお願いします。４款２項１目２１節貸付金１４８万９，０００円は、エ

コクリーンプラザみやざきの浸出水調整池補強工事に係る追加費用について、財団法人宮崎県

環境整備公社へ貸し付けるものです。次に、３３～３４ページをお願いします。５款１項１目中、緊

急雇用創出事業（悪臭公害対策事業分）２１３万９，０００円は、環境浄化剤である「えひめＡＩ」を

使った消臭試験を行うために、事務補助賃金等を計上いたしました。以上で、補足説明を終わり

ます。 

○農林水産課長(押川 義光君)  議案第４８号農林水産課関係につきまして、補足説明を申

し上げます。３５、３６ページをお願いいたします。６款１項３目１３節委託料６０万円は、畑作作付

状況一筆調査結果の解析業務を委託するためのものでございます。３７、３８ページをお願いい

たします。６款１項５目１９節負担金補助及び交付金４５万３，０００円は、県単独補助事業を活用

し、菊栽培農家のハウス内電球を省エネルギー型に交換する事業及びスイートピー農家の灰色

かび病予防実証を行う事業に対し補助するものです。６款１項６目１９節負担金補助及び交付金

３３３万４，０００円中、畜産担い手育成総合整備事業補助金１，５３４万円の減額は、当初予算で

計上していました町営村上牧場草地等整備事業の実施主体が、県農業振興公社となりましたの
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で、国・県の補助金を差し引いた金額５９８万円を負担金として計上いたしました。同じく家畜防

疫施設設置事業補助金５１０万円は、鳥インフルエンザ感染を未然に防ぐため、農場に防鳥ネッ

トを設置する農家に対し補助するものです。また、家畜特定疾病清浄化支援対策事業７５９万４，

０００円は、生産者自ら会を結成し、牛の特定疾病撲滅に取り組む事業に対し補助するものです。

以上で、補足説明を終わります。 

○建設課長(村井 俊文君)  議案第４８号建設課関係につきまして、その補足説明を申し上げ

ます。４１～４２ページをお願いします。８款２項２目１５節工事請負費９００万円は、市納・椎原線

道路舗装工事、Ｌ＝５００ｍ分と下野田・勝司ケ別府線道路側溝改修工事、Ｌ＝８０ｍ分の工事

費を計上しました。町道市納・椎原線は、町と農政局尾鈴農業水利事務所との協議により、水利

事務所がこの路線にかかる潜り橋４橋をかけ替えるかわりに、畑かんの配水管を埋設した時は、

町負担で舗装を行う旨の取り決めがなされています。今回、配水管の埋設が完了した部分を施

行するものです。町道下野田・勝司ケ別府線は、通学路、国道１０号の裏道及び高鍋インターチ

ェンジのアクセス道路として利用されていますが、さざんか住宅西側の一部が未改良で幅員が狭

く、側溝蓋の無い区間で離合時に車が側溝に脱輪し、交通の安全に支障が出ているため、ふた

つきの側溝を布設するものです。３目１３節委託料３９１万１，０００円は、今回、議案第４６号で町

道廃止をお願いしています路線の北側、町道工場北線を代替道路として道路改良を行った場

合、国道１０号の改良が必要であるため、それに伴う測量設計、Ｌ＝３００ｍの委託料５００万円と

松原下橋上部工事積算業務委託の執行残１０８万９，０００円の減額で、工事請負費（鬼ケ久

保・十文字線道路改良工事）に組みかえするものです。１５節工事請負費１，６０８万９，０００円は、

平鈴・南通山線道路改良工事、Ｌ＝１５０ｍ分の工事費と、鬼ケ久保・十文字線道路改良工事の

工事費を計上しました。１９節負担金補助及び交付金５０万円と、２２節補償補てん及び賠償金５

０万円は、平鈴・南通山線道路改良工事に伴う水道管布設替費及び電柱移転補償費を計上し

ました。４３～４４ページをお願いします。４項１目１５節工事請負費３６４万円は、白坂、番野地住

宅受水槽内壁塗装工事と豊原住宅浄化槽内壁改修工事の工事費を計上しました。塗装工事

は、コンクリート受水槽内にクラックが発生し、水の漏水、雤水の侵入が懸念されますので、内壁

を防水塗装するものです。以上で、補足説明を終わります。 

○教育総務課長(吉田 喜久吉君)  議案第４８号教育総務課関係につきまして、その補足説

明を申し上げます。４５～４６ページをお願いいたします。１０款１項２目事務局費、１５節工事請

負費１２５万円は、塩付教職員住宅木造平屋建て２世帯分の解体工事費でございます。昭和４６

年度に建設しまして、平成１７年度から入居者もいない状況でございますので、老朽化も激しくな

ったため、安全面を考慮して今回計上いたしました。以上で補足説明を終わります。 

○生涯学習課長(橋本 正夫君)  議案第４８号生涯学習課関係につきまして、その補足説明

を申し上げます。４７ページから４８ページをお願いします。１０款４項１目社会教育総務費、放課

後子供プラン事業の報償費７６万５，０００円は、コーディネーター活動謝金でございます。１０款
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４項２目公民館費の修繕料８０万円は、川南町公民館給水管修繕３１万円ほか８施設の修繕料

見込計上でございます。１０款４項３目文化施設費、施設管理費の修繕料６０万円は、文化ホー

ル及び図書館のエレベーター２台分の油圧減尐に伴う作動油交換等修繕でございます。同目

図書館費、図書購入３００万円は、年間購入半期分約２，０００冊の図書であります。４９から５０ペ

ージをお願いします。１０款５項２目保健体育施設費、工事請負費１２０万円は、川南町運動公

園テニスコートのライン务化を改修する４面分の工事でございます。以上で補足説明を終わりま

す。 

○町民課長(黒木 秀一君)  議案第４９号につきまして、その補足説明を申し上げます。７、８

ページをお願いいたします。まず歳入ですが、１１款１項２目その他の繰越金を１億９，３６０万４，

０００円、前年度繰越金として追加計上いたしました。９、１０ページをお願いいたします。歳出で

すが、２款１項１目一般被保険者療養給付費７，７１８万１，０００円、３目一般被保険者療養費３１

５万５，０００円は医療費等の増額が見込まれるため、５目審査支払手数料６万円は、審査件数

の増が見込まれるため、それぞれ追加計上いたしました。２款２項１目一般披保険者高額療養費

２，４１４万５，０００円は、高額療養費の増額が見込まれるため、２款５項１目葬祭費４５万円は件

数の増が見込まれますので、それぞれ追加計上いたしました。９款１項１目保険準備積立基金を

５，８３０万４，０００円増額計上いたしました。補正後の積立金を基金に積み立てますと、基金の

総額は、１億７，９１０万５，０００円となります。１１～１２ページをお願いいたします。１１款１項１目

一般被保険者保険税還付金５０万円は、増額が見込まれるため追加計上いたしました。３目償

還金２，９８０万９，０００円の増額は、平成２２年度の療養給付費等負担金等の精算による超過

交付分の返還金として追加計上いたしました。以上で補足説明を終わります。 

○上下水道課長(新倉 好雄君)  議案第５０号につきまして、その補足説明を申し上げます。７

ページ、８ページをお願いいたします。歳入について、６款１項１目一般会計繰入金を５０３万５，

０００円減額いたしました。７款の繰越金では、前年度の下水道事業特別会計繰越金３８５万９，

０００円を計上いたしました。９ページ、１０ページをお願いいたします。歳出について、１款１項１

目下水道事業費１１７万６，０００円の減額のうち、主なものは、２節給料１６１万５，０００円で職員

異動減によるものです。また、１１節需用費の修繕料は、公共ます引込増見込み１０カ所分１５０

万円を追加計上いたしました。以上で補足説明を終わります。 

○議長（山下 壽君）  以上で提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

 しばらく休憩します。１０分間休憩します。 

午前１０時５５分休憩 

午前１１時０５分開会 

○議長(山下 壽君)  会議を再開します。休憩前に引き続き、会議を続行します。 

 日程第１５ 議案第５４号 「公平委員会委員の選任について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 
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○町長(日髙 昭彦君)  議案第５４号につきまして、その提案理由を御説明申し上げます。この

議案は、公平委員会委員の小嶋一史氏が平成２３年９月３０日をもちまして任期が満了となるた

め、再度選任したく御提案するものでございます。御同意いただきますようよろしくお願い申し上

げます。 

○議長（山下 壽君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 日程第１６ 議案第５５号 「公平委員会委員の選任について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長(日髙 昭彦君)  議案第５５号につきまして、その提案理由を御説明申し上げます。この

議案は、公平委員会委員の橋口智郷氏が平成２３年９月３０日をもちまして任期が満了となるた

め、再度選任したく御提案するものでございます。御同意いただきますようよろしくお願い申し上

げます。 

○議長（山下 壽君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 日程第１７ 議案第５６号 「公平委員会委員の選任について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長(日髙 昭彦君)  議案第５６号につきまして、その提案理由を御説明申し上げます。この

議案は、公平委員会委員の平塚ひろみ氏が平成２３年９月３０日をもちまして任期が満了となる

ため、その後任として平田稜子氏を選任したく、議会の同意を求めるものでございます。平田氏

は、人格、識見ともに優れており、公平委員会委員として適任でございます。御同意いただきま

すようよろしくお願いいたします。 

○議長（山下 壽君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 日程第１８ 議案第５７号 「固定資産評価員の選任について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長(日髙 昭彦君)  議案第５７号につきまして、その提案理由を御説明申し上げます。この

議案は、固定資産評価員の蓑原敏朗氏より平成２３年９月３０日付けをもちまして、退任の申し出

がありましたので、その後任として山村晴雄氏を固定資産評価員に選任したく、地方税法第４０４

条第２項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。山村氏は、人格、識見ともに優

れており、固定資産評価員として適任でございます。御同意いただきますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（山下 壽君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 日程第１９ 議案第５８号 「固定資産評価審査委員会委員の選任について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長(日髙 昭彦君)  議案第５８号につきまして、その提案理由を御説明申し上げます。この

議案は、固定資産評価審査委員会委員の坂本鈴子氏が平成２３年９月３０日をもちまして任期

が満了となるため、再度選任したく御提案するものでございます。御同意いただきますよう、よろし
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くお願い申し上げます。 

○議長（山下 壽君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 日程第２０ 諮問第 １号 「人権擁護委員の推薦について」 

を議題とします。朗読は省略します。本議案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長(日髙 昭彦君)  諮問第１号につきまして､その提案理由を御説明申し上げます。この

諮問は、人権擁護委員の平塚金治氏が平成２３年１２月３１日をもって任期満了となりますので、

再度推薦したく御提案するものでございます。平塚氏は、平成１２年１月１日に人権擁護委員とし

て就任以来、４期にわたり御活躍いただいております。人格、識見ともに優れた方であり、人権擁

護委員として適任でございます。御同意いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（山下 壽君）  以上で提案理由の説明を終わります。 

 日程第２１ 認定第 １号 「平成２２年度川南町一般会計歳入歳出決算認定について」 

 日程第２２ 認定第 ２号 「平成２２年度川南町特別会計等歳入歳出決算認定について」 

 日程第２３ 認定第 ３号 「平成２２年度川南町水道事業会計決算認定について」 

以上、３案件を一括議題とします。朗読は省略します。本３案件について、提案理由の説明を求

めます。 

○町長(日髙 昭彦君)  認定第１号から認定第３号につきまして、その提案理由を御説明申し

上げます。本決算は、地方自治法第２３３条第２項並びに地方公営企業法第３０条第２項の規定

により、監査委員の審査に付しておりましたところ、その審査が終了しましたので、地方自治法第

２３３条第３項並びに地方公営企業法第３０条第４項の定めにより、監査委員の意見をつけて提

出し、議会の認定をお願いするものでございます。 

 まず、一般会計についてでございますが、歳入の決算額７８億８，３９４万７８１円、歳出の決算

額７６億５，５６１万７，１８０円、歳入歳出差引残額２億２，８３２万３，６０１円であります。 

 次に、国民健康保険事業特別会計につきましては、歳入の決算額２６億３，８０６万７９１円、歳

出の決算額２４億４，４４５万５，６８０円、歳入歳出差引残額１億９，３６０万５，１１１円であります。 

 次に、老人保健事業特別会計につきましては、歳入の決算額１，５８２万７，１３９円、歳出の決

算額１，５８２万７，１３９円、歳入歳出差引残額０円であります。 

 次に、漁業集落排水事業特別会計につきましては、歳入の決算額２，６１８万４，５６６円、歳出

の決算額２，５２２万８，４６１円、歳入歳出差引残額９５万６，１０５円であります。 

 次に、営農飲雑用水事業特別会計につきましては、歳入の決算額１，０３２万６，９２０円、歳出

の決算額９２１万４，５６４円、歳入歳出差引残額１１１万２，３５６円であります。 

 次に、下水道事業特別会計につきましては、歳入の決算額１億３，７５２万９，７５１円、歳出の

決算額１億３，３６６万８，８９５円、歳入歳出差引残額３８６万８５６円であります。 

 次に、介護認定審査会特別会計につきましては、歳入の決算額４８１万２，８６１円、歳出の決

算額４４６万４，７０５円、歳入歳出差引残額３４万８，１５６円であります。 
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 次に、介護保険特別会計につきましては、歳入の決算額１２億３７４万９，５４３円、歳出の決算

額１１億７，０００万２，０９３円、歳入歳出差引残額３，３７４万７，４５０円であります。 

 次に、後期高齢者医療特別会計につきましては、歳入の決算額１億２，７１０万３，８４３円、歳

出の決算額１億２，４１０万４，２７５円、歳入歳出差引残額２９９万９，５６８円となりました。 

 次に、水道事業会計についてでございます。収益的収入及び支出につきましては、収益的収

入決算額は、３億７，１６５万３，２０２円、収益的支出決算額は、３億２，７１７万７，９９７円、当年度

純利益は、税抜き３，８６５万４，５７４円となりました。 

 次に、資本的収入及び支出についてでありますが、資本的収入決算額は、４，０５７万７８１円、

資本的支出決算額は、２億２，７９３万７９３円、収入額が支出額に対して不足する額１億８，７３６

万１２円につきましては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益

勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、減債積立金及び建設改良積立金より補てんい

たしました。本会計年度は、日本で、いまだかつて経験したことのない口蹄疫の被害に本町が見

舞われ、基幹産業である畜産業に壊滅的な打撃を受け、その関連産業にも大きな影響を受けた

年となりました。その中で、第４次長期総合計画の最終年度として、「ニューフロンティア精神の町

づくり」を目指すとともに「生まれ育ったことに誇りを持てるまち川南」の実現のため、本町の諸情

勢に対処してまいりました。本町の財政につきましては、口蹄疫に伴う歳入、歳出の増により、歳

入７８億円、歳出７６億円台となり、平成２１年度に比べ増額決算となりました。その中で、財政健

全化を念頭に、国の地域活性化対策等を有効に活用し、実施計画書の５項目の基本理念のも

と、各種施策の展開に努めてきたところでございます。 

 もちろん、本会計年度も口蹄疫の対策を始め多くの課題が山積いたしましたが、全職員一丸と

なり、懸命に努力した結果の本決算でございます。 

 これもひとえに町議会の皆様方の深い御理解と御指導の賜物でありまして、ここに改めて深く

感謝の意を表し、厚くお礼申し上げる次第でございます。 

 なお、詳細につきましては、会計管理者並びに上下水道課長に補足説明をさせますので、よろ

しく御審議の上、御認定いただきますようお願いいたします。 

○議長（山下 壽君）  補足説明があればこれを許します。 

○会計管理者（篠原 浩君）  認定第１号及び認定第２号につきまして、その補足説明を申し

上げます。 

 一般会計事項別明細書の１３、１４ページをお願いします。歳入の１款町税でございますが、収

入済額１３億５，８５２万２，６２３円で、収納率８９．２％となっております。前年度比０．４ポイントの

減となります。不納欠損は、町民税１２１件、固定資産税１７６件、軽自動車税６７件、合計の３６４

件、総額１，３５２万５，０２９円となっております。収入未済額は、１億５，０５８万１，２２７円でありま

す。１９、２０ページをお願いします。１１款分担金及び負担金、２項負担金、１目民生費負担金

中、２節児童福祉費負担金、収入済額９，３７１万７，２９０円で、収納率が９２．４％は、前年度比
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１．６ポイントの減であります。収入未済額は、７７３万４００円であります。下段の１２款使用料及び

手数料中、次のページになりますが、２１、２２ページの上段の４目土木使用料、３節住宅使用料、

収入済額７，６１５万３，２６１円で、収納率は、９９．８％で、前年度比０．３ポイント増であります。な

お、収入未済額は、１５万４，２３５円でございます。次に、５３、５４ページをお願いします。歳入合

計の収入済額は７８億８，３９４万７８１円で、前年度比１１．０％の増であります。不納欠損額は、

町税のみの１，３５２万５，０２９円、収入未済額は、２億５，０９４万１，８４６円であります。繰越明許

費の未収財源９，０６６万２，０００円と町税未収分１億５，０５８万１，２２７円が主なものでございま

す。 

 次に、歳出について申し上げます。５５、５６ページをお願いします。１款議会費、支出済額は、

８，１１０万５，７３７円で前年度比２．１％の減であります。下段の２款総務費､支出済額は、２２億

１，４９７万３，０４９円で、前年度比２０．３％の増であります。これは主に各種基金への積立金の

増とまちづくり交付金事業増によるものでございます。次に、８７、８８ページをお願いします。３款

民生費、支出済額は、２２億２，３３０万３，２３７円で、前年度比２１．５％の増であります。主なもの

は、国民健康保険事業特別会計への繰出金の増、子ども手当の増によるものでございます。次

に、１０５、１０６ページをお願いします。４款衛生費、支出済額は、４億４，６２９万５，７７８円で、前

年度比５．８％の増であります。主に、水道事業会計への出資金によるものであります。次に、１１

７、１１８ページをお願いします。下段の５款労働費、支出済額は、５，６９９万７，３５５円で、前年

度と比較すると約５，０００万円の大幅な増であります。この要因は、緊急雇用創出事業及びふる

さと雇用創出事業の事業量増によるものであります。次に、１２３、１２４ページをお願いします。６

款農林水産業費の支出済額は、７億３，０９１万５，４５５円で、前年度比３１．９％の増であります。

この要因は、本町に多大な被害をもたらしました、口蹄疫の対策費、復興支援費によるものでご

ざいます。１４７、１４８ページをお願いします。下段のほうになりますが、７款商工費、支出済額は、

９，２０５万５，６２２円で、前年度比２．３％の増となっております。この要因は、工業用水施設工事

及び消費者行政活性化基金事業による車両購入によるものでございます。次に、１５３、１５４ペ

ージをお願いします。中段の８款土木費、支出済額は、３億１，９６１万８，４７２円で、前年度比３

０％の減であります。この要因は、ひばりケ丘住宅建設の事業完了に伴う減と、道路維持費の事

業量減によるものであります。次に、１６３、１６４ページをお願いします。９款消防費、支出済額は

２億２，３９０万７４９円で、前年度比１１．６％減であります。これは、前年度に消防ポンプ自動車

購入、消防機庫移転新築工事があったことによるためです。次に、１６７、１６８ページをお願いし

ます。中段の１０款教育費の支出済額は、４億９，９９６万５５９円で、前年度比２３．８％の減であり

ます。これは、主に地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業減によるものでございます。次

は、１９７、１９８ページをお願いします。上段の１２款公債費､支出済額は７億６，６４６万３，５６７円

で、前年度比５．１％の減であります。下段になりますが、歳出合計の支出済額は、７６億５，５６１

万７，１８０円で、前年度比９．４％の増であります。繰越明許費は、１億３，５４２万８，５５０円、不
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用額は８，７４３万１，５００円で、予算執行率は９７．２％となっております。 

 次に、認定第２号につきまして、補足説明を申し上げます。まず、国民健康保険事業特別会計

事項別明細書について申し上げます。２２４、２２５ページをお願いします。１款国民健康保険税

の収入済額は､６億５，１４３万７，９８６円で、収納率は７３．３％で、前年度比２．４ポイントの減とな

っております。そのうち、現年課税分は、収納率９１．０％、滞納繰越分は１２．１％であります。不

納欠損額は、１，７４１万３，３７３円で、件数は１３８件となっております。収入未済額は、２億２，０

０２万５，３５５円であります。次に、２２６、２２７ページをお願いします。４款国庫支出金の収入済

額は、７億３，７２７万９，８１０円で、前年度比４．１％の増となりました。次に、２２８、２２９ページを

お願いします。５款療養給付費交付金は、８，１３６万１，２２２円で、前年度比２．９％の増となって

おります。６款前期高齢者交付金は、３億４，６００万６，５０１円で、前年度比２０．７％の増となりま

した。７款県支出金は、１億１，７６８万８，０７１円で、前年度比５．１％の減となりました。２３０、２３

１ページをお願いします。８款共同事業交付金は、３億４，０８２万８，６２７円で、前年度比１２．

８％の増となりました。１０款繰入金は、２億８，４８５万９，０００円で、前年度比７０．８％の増となり

ました。これは、基金積立のための、一般会計からの繰入金の増によるものでございます。次に、

２３４、２３５ページをお願いします。歳入合計の収入済額は、２６億３，８０６万７９１円で、前年度

比８．７％の増であります。 

 続きまして、歳出について申し上げます。２３８、２３９ページをお願いします。２款保険給付費の

支出済額は、１５億５，６６４万５，２９０円で、前年度比３．８％の増となりました。２４２、２４３ページ

をお願いします。３款後期高齢者支援金等の支出済額は、２億７，１１６万１，９５６円で、前年度

比１４．７％の減となりました。これは、負担金の超過支払分の精算によるものです。２４６、２４７ペ

ージをお願いします。下段になりますが、８款保険事業費の支出済額は、１，４５２万５，２００円で、

前年度比１２．９％の減となりました。この主な要因は、口蹄疫による超音波検診、特定健診の受

診者の減尐によるものです。２４８、２４９ページをお願いします。下段になりますが、９款基金積立

金です。保険準備積立基金に１億円を積み立てました。これにより基金の総額は、１億２，０８０万

円となりました。次に２５２、２５３ページをお願いいたします。下段の歳出合計の支出済額は、２４

億４，４４５万５，６８０円で、前年度比３．６％の増となっております。不用額は、１億２，７７３万８，３

２０円で予算執行率は、９５．０％であります。次に、老人保健事業特別会計事項別明細書につ

いて申し上げます。２６４、２６５ページをお願いいたします。歳入合計の収入済額は、１，５８２万７，

１３９円で、前年度比５４．７％の減であります。この要因は、国庫支出金、雑入中、第三者納付

金の減によるものでございます。次に、２６８、２６９ページをお願いいたします。下段の歳出合計

の支出済額は、１，５８２万７，１３９円で、前年度比１６．９％の減となっております。この要因は、

一般会計への繰出金の減によるものでございます。不用額は、１０万８，８６１円で、予算執行率

は、９９．３％であります。なお、老人保健事業特別会計につきましては、平成２２年度をもって廃

止となっております。 
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 次に、漁業集落排水事業特別会計事項別明細書について申し上げます。２７８、２７９ページを

お願いいたします。歳入合計の収入済額は、２，６１８万４，５６６円で、前年度比７５．２％の減と

なっております。この要因は、２１年度に完了しました、漁業集落環境整備事業の国県補助金の

減、及び下水道借換債の減によるものでございます。次に、２８２、２８３ページをお願いいたしま

す。歳出合計の支出済額は、２，５２２万８，４６１円で、前年度比７５．６％の減であります。この要

因は、歳入でも申しましたように、平成２１年度に完了しました、漁業集落環境整備事業費の減、

及び起債償還金の減によるものでございます。不用額は８１万１，５３９円で、予算執行率は９６．

９％であります。 

 次に、下水道事業特別会計事項別明細書について申し上げます。３１０、３１１ページをお願い

いたします。歳入合計の収入済額は、１億３，７５２万９，７５１円で、前年度比６４．６％の減となっ

ております。これは、平成２１年度末に計画区域１８２ヘクタールの整備事業が完了したことによる

国県補助金及び起債の減によるものであります。３１４、３１５ページをお願いいたします。歳出合

計の支出済額は、１億３，３６６万８，８９５円で、前年度比６５．４％の減であります。この要因は、

計画区域の整備完了に伴う事業費の減によるものであります。不用額は、３７１万６，１０５円で予

算執行率は９７．３％であります。 

 次に、介護保険特別会計事項別明細書について申し上げます。３４８、３４９ページをお願いい

たします。歳入合計の収入済額は、１２億３７４万９，５４３円で、前年度比３．４％の増となっており

ます。主な要因は、国庫負担金、支払基金交付金の増によるものでございます。３６６、３６７ペー

ジをお願いいたします。歳出合計の支出済額は、１１億７，０００万２，０９３円で、前年度比６．１％

の増であります。この要因は、保険給付費、一般会計繰出金の増によるものであります。不用額

は、３，５４３万４，９０７円で、予算執行率は、９７．１％であります。 

 決算につきましては、平成２２年度川南町歳入歳出決算書の表紙の裏に目次がございます。

順に一般会計歳入歳出決算事項別明細書、次に、実質収支に関する調書、財産に関する調書

を、また、特別会計歳入歳出決算については、事項別明細書の次に実質収支に関する調書が

つづってあります。その調書にそれぞれ詳しく記載してありますので、それにより御承知をいただ

きたいと思っております。なお、資料としまして、決算成果表等をお手元に配布いたしております

ので、よろしくお願いいたします。以上で補足説明を終わります。 

○上下水道課長(新倉 好雄君)  認定第３号につきまして、その補足説明を申し上げます。１

ページをお願いいたします。収益的収入及び支出の収入、第１款、水道事業収益は、３億７，１６

５万３，２０２円。前年度比２．６％の減となりました。支出、第１款水道事業費用は、３億２，７１７万

７，９９７円、前年度比６．８％の増となりました。増の主な理由は、送配水設備修繕及び資産除

却費によるものです。次に３、４ページをお願いいたします。資本的収入及び支出の収入、第１

款資本的収入は、４，０５７万７８１円。前年度比１０．８％の増となりました。増の主な理由は、老

朽配水管更新工事に伴う町からの出資金によるものであります。支出、第１款資本的支出は、２
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億２，７９３万７９３円、前年度比１２．１％の減となりました。減の主な理由は、企業債償還が平成

２１年度に一部終了したことによるものです。また、欄外に記載してあります資本的収入が資本的

支出に対し不足する額が、１億８，７３６万１２円となりました。この不足分を当年度分消費税及び

地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、

減債積立金、建設改良積立金で補てんいたしました。次に、５ページをお願いいたします。１の

営業収益から２の営業費用を差し引いた営業利益は、５，５０９万４，５３６円。また、３の営業外収

益から４の営業外費用を差し引いた額が、マイナス１，６３４万６，２６３円。以上のことから、経常

利益は３，８７４万８，２７３円となりました。６の特別損失は、過年度修正損で水道料金９万３，６９

９円を不納欠損処理といたしました。当該年度の純利益は、３，８６５万４，５７４円、前年度比４４．

９％の減となりました。減の主な理由は、給水収益の減収、送配水設備の修繕、資産減耗費によ

るものです。当年度純利益に、前年度繰越利益剰余金５１万８，４５２円を加えた当年度未処分

利益剰余金は、３，９１７万３，０２６円となりました。次に、６ページをお願いいたします。前年度未

処分利益剰余金７，０５１万８，４５２円から、積立金７，０００万円を差し引き、当年度純利益を足

した３，９１７万３，０２６円を当年度未処分利益剰余金としました。よって、翌年度繰越資本剰余

金については、５億１，０５８万８，０００円となりました。次に、７ページをお願いいたします。法定

積立金であります減債積立金へ１，９００万円、任意積立金の建設改良積立金へ２，０００万円、

合計３，９００万円を積み立て、残額の１７万３，０２６円を翌年度繰越利益剰余金とするものです。

次に、８ページをお願いいたします。この貸借対照表は、保有するすべての資産と負債及び資

本を総括的に表しています。資産合計は、２６億７，５８０万８，４３８円となります。次に、９ページ

をお願いします。負債合計は、３，５６０万４，８６４円、資本合計は，２６億４，０２０万３，５７４円、負

債資本合計は，２６億７，５８０万８，４３８円となり、前ページの資産合計と一致いたします。１０ペ

ージから２１ページは、決算附属資料として、「概況総括事項」、「議会議決事項及び職員に関

する事項」、「工事等の明細」、「業務量、事業収入等に関する事項」、「収益的収入及び支出の

明細書」「資本的収支明細書」、「固定資産明細書、企業債明細書及び他会計借入金明細」を

それぞれ記載しておりますので、それにより御承知いただきたいと思います。以上で補足説明を

終わります。 

○議長（山下 壽君）  以上で提案理由の説明並びに補足説明を終わります。 

 ここで、代表監査委員の審査結果の報告を求めます。 

○代表監査委員（三角 巌君）  決算審査の報告を申し上げます。町長から審査に付されまし

た、平成２２年度一般会計及び特別会計の８事業の各歳入歳出決算調書並びに財産に関する

調書の審査を８月５日から８月２３日までのうち１１日間、川南町水道事業会計決算調書並びに

関係帳簿、諸書類の審査を７月６日から８日までの３日間、德弘美津子監査委員とともに実施し

ました。その結果につきましては、各会計とも歳入歳出決算及び関係書類の整備状況について

適正であると認めました。詳しくは、それぞれの決算審査意見書で御報告申し上げておるとおり
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でございます。なお、主な会計の概略について千円単位で御報告申し上げますと、一般会計の

歳入歳出につきましては、歳入調定額８１億４，８４０万７，０００円に対し、収入済額７８億８，３９４

万円で、調停額に対し９６．７％の収入率でした。収入未済額は、２億５，０９４万１，０００円で、主

なものは、町税の収入未済額１億５，０５８万１，０００円、保育所保育料７７３万円、老人ホーム入

所費８８万２，０００円等と、２３年度への繰越明許費として、国庫補助金が７，６７１万２，０００円で

あります。町税の不納欠損額は、３６４件の１，３５２万５，０００円と多額になっておりますが、前年

より件数で１４４件、金額で３４２万５，０００円減尐しております。それぞれ地方税法に基づいて処

理されております。町税の収入済額は、１３億５，８５２万２，０００円で、前年度より３，４９８万２，０

００円減尐しています。また、町税の収入未済額は１億５，０５８万１，０００円で、前年度より５８３万

２，０００円増加しています。一方、町財政収入の主要部分を占めます地方交付税については、２

８億３，９０７万２，０００円の交付がなされており、前年度より３億３，０５９万 1，０００円の増加となっ

ております。増加の主なものとして、口蹄疫関係で１億４，８６６万８，０００円が交付されております。

なお、町税収入未済額が前年度より増加しておりますが、税の滞納につきましては、過去にも

再々指摘しており、徴税担当職員も相当の努力をされ、その成果も上がっております。しかし、近

年の景気低迷により新たな滞納が発生し、増加の原因となっております。滞納者の動産・不動産、

給与、預貯金の差し押さえや、夜間の訪問、夜間の窓口徴収、コンビニへ依頼しての徴収等、

相当の努力・工夫がなされております。税収の向上を図るのは容易ではありませんが、さらに格

段の工夫と努力を重ねられ、川南町の重要な自主財源の確保に努められるよう強く要望いたし

ました。 

 次に歳出についてですが、予算額７７億４，３０４万８，０００円、これは翌年度繰越額を除いてお

ります。に対し、決算額７６億５，５６１万７，０００円であり、予算執行にあたっては、実施計画書に

基づいて予算計上され、執行率９８．８％と適正な執行がなされています。歳出予算について生

じた不用額は、８，７４３万１，０００円となっております。ほとんどの節で生じていますが、それぞれ

では尐額であり、適切な予算編成と執行残や経費節減に努力されたものと思われます。一方、

口蹄疫の関係で実施できなかった事業や、縮小された事業も発生しております。公債費は、臨

時財政対策債等５億９，４３１万１，０００円発行されましたが、一方では地域総合整備事業債等６

億４，３８５万４，０００円の元金償還がなされ、前年度より４，９５４万３，０００円が減尐し、年度末

の残高は、６７億４，７８４万４，０００円と、年々順調に減尐しております。なお、支払った利息額は、

１億２，２６０万９，０００円となっております。 

 基金の運用につきましては、平成２２年度中に７億１，３３０万３，０００円の積立増となっており、

年度末残高は３５億９，８９８万円となっております。積立増の主なものは、口蹄疫関係の川南町

復興対策基金２億３４４万１，０００円や、財政調整基金２億円、町債管理基金１億７７万９，０００

円、国民健康保険特別会計積立基金１億円であります。 

 次に国民健康保険事業特別会計ですが、歳入調定額２８億７，５４９万９，０００円に対し、収入
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済額は２６億３，８０６万円、収入不足額は２億３，７４３万９，０００円となっています。内訳は、収入

未済額２億２，００２万５，０００円と不納欠損額１，７４１万３，０００円であります。国保税の調定額

に対する収入未済額の割合が７．６％で、収納率は９１．７％となっております。国保税の滞納額

も多額でありますが、その徴収についても町税同様の要望をいたしました。 

 その他の特別会計もそれぞれの決算審査意見書のとおり、適正な運営がなされております。 

 続きまして水道事業会計ですが、本年度は前年度に対し、当期純利益が３，１５４万２，０００円

の減であります。主な要因は、口蹄疫発生による畜産農家の給水収益の減やポンプ設備等の更

新、配水管の布設替、漏水修理等の増加によるものであります。積年の懸案事項であります有

収率については、７２．５％であり、前年度より０．５％悪化しております。毎年多額の漏水調査費

用を計上しており、さらに徹底した調査と、徹底した修理により、漏水の防止に努力されるよう要

望します。昭和５０年の供用開始から３５年が経過し、施設・管路等も老朽化しております。また、

水道加入戸数も９８％と高い加入率であり、広大な土地に総延長２５０キロメートルの管路を有し

ております。これらを考慮しますと、ある程度の漏水の発生もやむを得ない面もありますが、有収

率７２．５％は低水準であり、根本的な対策が必要であります。建設改良事業として年次別に配

水管の布設替工事が実施されていますが、全体的に施設・機器類・管路の更新時期にきており、

今後これらの布設替えなどに多額の建設改良工事が必要であり、充分に注意して計画的な経

営が必要であります。水道料金の未収金は１，０３０万３，０００円で、前年度より１４０万２，０００円

増加しております。未収金の回収には、相当の努力が見られますが、今後も引き続き、未収金の

解消には万全を期されるよう要望したところです。 

 以上、審査結果の概要を申し上げましたが、ここ近年の経済不況が続く中、町財政も一段と厳

しさが続くものと考えます。特に昨年４月に発生した牛、豚の口蹄疫は、瞬く間に伝染し、本町は

もとより児湯郡内の和牛、乳牛、豚を１頭残らず殺処分という大惨事となりました。本町経済に占

める畜産の割合は高く、畜産農家の受けた打撃は、そのまま商工業者や、関連する産業に大打

撃を与えました。このような惨状は、国民の注目を集め、全国から見舞・寄付金が相次ぎ、自主

財源の大幅な増加になりました。一方、国からも口蹄疫に対する特別交付税が交付されておりま

す。平成２２年度は口蹄疫の発生で中止された事業等もありましたが、町財政面では自主財源、

依存財源ともに大幅な増加となりました。しかし、今後町民所得の低迷と同時に町財政に大きな

影響が発生することは必然であります。国・県の支援も受けながら、自助努力により町民所得の

向上と、町財政の健全化を図るよう努めていただきたいと思います。 

行政、議会、町民が一体となって、この厳しい現状を共通認識し、この難局に立ち向かい、川南

町のテーマであります「生まれて育ったことに誇りの持てるまち川南」を目指し、構築されることを

強く希望いたします。 

 以上、監査報告といたします。 

○議長（山下 壽君）  以上で、審査結果の報告を終わります。 
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 日程第２４ 報告第 ２号 「平成２２年度財政健全化判断比率について」 

を議題とします。朗読は省略します。本案件について、提出者の報告を求めます。 

○町長(日髙 昭彦君)  報告第２号は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律(平成１９

年法律第９４号)第３条第１項及び第２２条第１項の規定に基づき、監査委員の意見をつけて報

告するものでございます。 

 この財政健全化判断比率は、地方公共団体が財政の早期健全化及び財政の再生並びに公

営企業の経営健全化を図ることを目的として成立したものであります。 

 本町の平成２２年度決算は、財政健全化判断比率による実質赤字比率、連結実質赤字比率、

実質公債費比率、将来負担比率及び公営企業会計に係る資金不足比率のいずれも基準以下

となっているところであります。今後とも、連結決算をベースに、財政の健全化に努めて行きたい

と思っております。 

 以上、本町の健全化判断比率算定の基礎となる事項を記載した書類を監査委員の審査に付

し、審査を受けましたので、その審査意見書をつけ、御報告いたします。 

○議長（山下 壽君）  以上で報告を終わります。 

 ここで、代表監査委員の報告を求めます。 

○代表監査委員（三角 巌君）  別紙でお配りいたしておりますが、審査の概要であります。こ

の財政健全化審査は、町長から提出されました健全化判断比率及びその算定の基礎となる事

項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施をいたしました。審査に付

されました次の健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適

正に作成されているものと認めたところです。それにつきましては、かなり分厚い書類でありますし、

それに、それぞれ数字が持ってきてありますが、適正であったということであります。数字につきま

しては表が出ておりますが、個別意見として、実質赤字比率につきましては、平成２２年度の実

質赤字比率は、これは、横線が引いてありますが、マイナス％であるということであります。それか

ら、連結実質赤字比率も同じくマイナス％でありますので、横線で表しております。それから、実

質公債費率、平成２２年度の実質公債費率は、１４．２％となっており、早期健全化基準の２５％

と比較すると、これを１０．８％下回っております。将来負担比率は、５３．９％となっており、早期

健全化比率の３５０％と比較すると、これを２９６．１％下回っております。是正改善される事項に

つきましては、今のところはないということであります。それから、水道事業会計の財政健全化であ

りますが、これも町長から提出されました資金不足比率及びその算定基礎となる事項を記載した

書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施をいたしました。審査に付されました次の

資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されて

おると認めたところです。ま、表が出ておりますが、これもマイナス％であります。個別意見ですが、

決算審査意見書に記載した水道事業の財務の短期流動性を表示する流動比率は１，２７２％と

なっていますが、経営健全化審査における資本金不足比率を算出するに当たりまして、実質的
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な資本金不足額を把握するため、平成２３年度に償還する企業債の予定額を１年基準に基づき、

流動負債に参入して計算すると、実質流動比率は６９０％となりました。従いまして、実質的な資

金不足比率は、マイナス％で、横線で表しております。特に指摘するべき事項は何もありません

でした。以上、監査報告を終わります。 

○議長（山下 壽君）  ただ今の報告に対する、質疑を行います。質疑はありませんか。質疑な

しと認めます。これで質疑を終わります。以上で報告を終わります。 

 日程第２５ 請願第 ２号 「川南町防災マップ改正に関する請願書」 

を議題とします。議会事務局長に朗読させます。 

○議会事務局長(永友 尚登君)  それでは、請願書を朗読いたします。 

 

                                               平成２３年６月２２日 

川南町議会議長 山下 壽 殿 

    川南町防災マップの改正に関する請願書 

                                   紹介議員  川 越 忠 明 

                                   請願代表者 市納地区防災委員会 

                                           川南町大字川南３１１８-１ 

                                           河 野  勝 

 

    川南町防災マップの改正に関する請願書 

 

 東日本大震災が発生してまだ２カ月の月日が過ぎたにすぎません。私たち川南町も同様の地

震が起こるプレートのひずみ地帯にあります。全く人ごとでなくこの機会に心新たに自然災害に

接するべきと思います。市納地区も青鹿ダムから２ｋｍ近くに家々が分散する分散型農村地帯で

あります。震度５以上の地震が起こるとその危険度はかなり大きなものがあります。現在その防災

対策は全くというほどとられていません。市納地区では防災委員会に於いて避難場所(現在の公

民館は危ない)の選定を急ぐとともに住民の意識向上へ務めています。町に於いても新たな認識

で防災マップを作られる事を望みます。 

 尚、住民の申請名簿を添えて新防災マップに市納地区の防災を考えていただくべく請願致し

ます。 

 以上、地方自治法第１２４条の規定により請願書を提出致します。 

 

 以上で終わります。 

○議長（山下 壽君）  ただ今、朗読したとおりでありますが、補足説明の要があれば紹介議員

の発言を許します。 
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○議員(川越 忠明君)  請願第２号「川南町防災マップの改正に関する請願書」につきまして、

補足説明を申し上げます。先ほど局長の方から読み上げられた請願の内容につきまして、これま

で市納地区では、自主的に防災委員会を立ち上げ、防災のためのどんな対策をするべきか、な

ぜ避難場所が必要なのか、から始まり、地区住民の防災意識向上に努めてきました。宮崎県に

被害を及ぼす地震は、主に日向灘の県東方に、海域に発生しており、ほぼ１０数年から数１０年

に１度の割合で、マグニチュード７クラスの地震が発生しております。例えば、１９４１年のマグニチ

ュード７．２や、１９６８年の地震、マグニチュード７．５では、地震動による被害と共に、津波被害も

生じております。今回の東日本大地震を教訓に防災マップを作成することは、防災力の向上に

つながるわけでありまして、各地域で取り組むことが防災意識を向上するとともに、会話が生まれ、

隣近所のつながりや意識を、共有化が図れます。防災マップを見直すことは、防災力を高めるた

めの手段であります。今回の台風１２号についても、記録的な豪雤、紀伊半島地域に甚大な被

害をもたらしております。それもこれも想定外で、いつどこで思いもしない災害が起きるか分かりま

せん。実情とマップ作りのために、多くの住民参加を促し、特に青鹿ダムは建設以来５０年以上

たっており、貯水量は９０万トンで、日向灘沖には、フィリピン海プレートがあり、地震が起きたとき

には東日本大地震をはるかにしのぐ大地震が来ると言われております。近くに住民が分散する

市納地区の防災を考慮した新しい防災マップ作製をお願いしたいと思います。 

 以上で補足説明を終わります。 

○議長（山下 壽君）  以上で説明を終わります。本請願の取り扱いについては、調査の必要

もあるかと思いますので、常道に従い、総務常任委員会に付託します。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。本日は、これで散会します。皆さん、お疲れさまでご

ざいました。 

午後０時１７分閉会 

 

 


